
令和2年3月

（１）日程

（２）開催地

（３）申込人数

（４）参加人数

（５）講師

（１）研修全体として 割合

　・非常に知識や能力が向上した
　　　（非常に有意義であった）

80 %

　・知識や能力が向上した
　　　（有意義であった）

20 %

　・あまり知識や能力が向上しなかっ
た
　　　（あまり有意義ではなかった）

0 %

　・知識や能力が向上しなかった 0 %

　・無回答 －

（２）主な意見・要望

（３）アンケート回収率 100 %

・検索演習の講義において、自分で考え調べ判断する、一通りの流れを経験できた。

・ディスカッションすることにより、他の人の考え方や調査結果を共有でき、良かった。

・細かい部分や新しくなる意匠法に対する戦略の立て方などもあり、とても有意義だった

9 名

・基礎から実践まで幅広くかつ深く学べた。

・分類の付与と調査範囲は異なるという考えや、調査範囲の選定について知ることがで
き有意義だった。

10 名

人数

4 名

1 名

２．アンケート結果

0 名

0 名

4 名

　令和元年度、独立行政法人工業所有権情報・研修館では、検索エキスパート研修[意匠]を実施いたしました。
　本研修は意匠権調査や先行意匠調査能力を一層向上することにより、製品デザインの意匠権による有効な保護、権利化後の
権利範囲を適切に捉えることができる人材の育成を目的としています。

令和元年度　検索エキスパート研修［意匠]実施報告

１．研修の概要

12月18日～20日（3日間）

9 名

3 名

東京都


